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 22 褥瘡発生率  

   

 指標の説明・定義  

 
褥瘡は患者の QOL の低下をきたすとともに、感染を引き起こすなど、治癒が長期に及ぶ 

ことによって、結果的に在院日数の長期化や医療費の増大にもつながります。 
 

 ※「日本病院会 ＱＩプロジェクト」より引用  

   

  分子 ｄ1以上の院内新規褥瘡発生患者数  

  分母 入院患者延べ患者数  

  ※月毎の定点日（月末）の割合を調査し、年間の平均を算出  

     

 結果  

 

 

 

   2022年度 2023年度 2024年度   

  分子 3.25件   3.08件   3.83件     

  分母 325.4人   338.1人   340.3人     

        

        

 

※褥瘡の深さ＜Depth> 

  d0：皮膚損傷・発赤なし 

  d1：持続する発赤 

  d2：真皮までの損傷 

  D3：皮下組織までの損傷 

  D4：皮下組織をこえる損傷 

  D5：関節腔、体幹に至る損傷 

  DU：深さ判定が不能の場合 
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